
○

今後の方向性（課題、改善提案等）

　美原区長と各校区自主防災会から選出さ
れた構成委員自らが、企画・運営する事業で
あり、区民や区域の団体との協働で実施し
ている。 ◎

　事業の適正・効率性、市民の主体性の観
点から、区の役割と協議会の役割を明確に
し、市民の主体性が求められるものは、でき
るだけ自立発展を求めていきたい。 ◎

　今年度も新型コロナウイルス感染症の影響により、従来、実施されていた大掛かりな防災訓
練を実施する地域がなく、防災マイスターによる訓練指導の機会はなかったものの、上記の講
習会については、感染対策を徹底したうえで、無事に実施することができた。
　また、人材育成のため、防災士資格の取得を支援する事業を実施し、結果、10名の防災士を
養成することができた。

①妥当性 ②協働の視点

防災マイスターが訓練指
導者としての参加者数

○

⑤自立発展性 総合評価
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活動指標事業目的 事業効果

拡充
継続
見直し
廃止

　地域防災の中心的な役割として活躍されている方に対して、防災講習会等を実施し、防災に関するスキルアップを図っていただく。また美原区防災マイスターによる訓練指導を行うことにより、指導
者としての経験の場を設け、人材育成を図っていく。
　また、自主防災組織の組織面では、自主防災組織相互の連携を密にし、自主防災体制の充実、強化を図ることを目的に事業を実施していく。

　区内の防災士等を対象に、総合防災セン
ターでの倒壊家屋救出訓練や、東日本大震
災で被災地で活動された方の講義などの講
習を実施した。当日は市・区職員にも周知、
23名の参加があり、美原区の自主防災体
制・事業の先進性を庁内にPRすることがで
きた。

○

　各校区の自主防災会からも費用負担をしてもら
い、運営に必要な費用の一部を充当している。
　また、事業実施に伴う支出については、最小限
に抑える努力をするなど効率的に執行している。

-

美原区　区域まちづくり事業　効果検証シート

事業名称

R2
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　自主防災の推進を図るため、区と協議
会とが協働し、事業を通じて、安全・安
心なまちづくりに向けた取り組みを行う
ことは妥当性がある。

-

◎

実施主体

自主防災活動推進事業 美原区自主防災連絡協議会

R4R3

③インパクト ④効率性

-

美原区域内の自主防災組織相互の連携を密に
し、自主防災体制の充実、強化を図ることを目的
とする。

地域防災力の向上を図るため、講習会等を実施
し、安全、安心なまちづくりに繋げる。

防災講習会等参加者数 45


